
６，みの虫は、一本の糸で木から木へと飛び移りながら、町にやってきました。

そして、みの虫は、町の片隅で、一人のこじきに会ったのです。

「おじさん、そこで、何をしてるの？」みの虫がたずねると、こじきが、こう言いました。

「ワシは、ただのこじきだ。ここでこうしてくらしているのが、ワシの楽しみなんだ。

ところで、ワシもお前に聞きたいんだが、お前さんは、何をしにここへ来たんだ？」


